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研究成果の概要（和文）：本研究の|;1的は施設評判検索システムの構築である．犬賦のブログ
から正確に評判情報を抽出するための下法を様々な角度から検討し,データベースを作成した．
一方，クライアント側アプリケーションとして，ＧＰＳ機能付きのAndroid端末（スマートフォ
ン・タブレット）用の施設情報検索アプリを開発した．GoogleMaps上に検索結果を（各評判
情報とともに）表示することが可能である．

研究成果の概要（英文）：Thepurp()ｓｃｏＩｌ１１ｉｓｒｅｓｅａｒｃｈｉｓｔｏｂｌｌｉｌｄａｒeputationseaTchsyslem
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キーワード：Ｗ１ｅｂ検索．ブログ・評判情報・'情報抽出。''1然言語処理

グ.ＣＯ､」など，口コミを主体としたサイトも

あり，こちらはユーザ視点で書かれた評判情
報を提供している．また，施設の,位置を地図

上で検索できる「Googleマップ」にも，レ
ビューを投稿できる仕組みがある.しかし，

これらのサイトで投稿を行うには会員登録

が必要であるため，投稿の敷居が高く、かつ

情報が分散しているのが現状である．１つの
サイトのみでは投稿件数が少なくなりがち
であるため，評,価が偏ってしまったり，古い

１．研究開始当初の背景

(1)既存の施設情報サイトの問題点
現在，評判情報を含む，施設の情報を提供
しているサイトの代表格としては，グルメ情
報サイトの「ぐるなび」や宿泊予約サイトの

「楽天トラベル」などが挙げられる．これら
のサイトは情服Ｉ典が驚富である反Ijii，広告等

の役割も兼ねており，基本的に施設・Iilffili側

にとって有利な情報となっている．
一方。投稿理グルメ1情報サイトの「食べロ
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情報しかない，といったケースが少なからず
見受けられる．

そこで本研究では，様々な施設に関するユ
ーザの率直な感想をブログから大量に□動
収集し，それらを検索できるシステムを開発
する．ブログから評判情報を!'ﾐ確に}''1出し，
客観的で鮮度の高い情報をユーザに提供す
ることを|｣指す．利便性を考慮し，ブログか
ら抽出した評判情報をGoogleマップと連携
させ，ＧＰＳ付きスマートフォンから利用でき
る施設情報検索サービスとして#|i簗する．実
際に街１－ﾄ'で利用されることを想定している．

M1出を行った．しかし，例えば「今日は，レ
ストラン○○に行った帰りに，駅前のおいし
いラーメン屋でも食事をしたＪといった文
の場合，「レストラン○○」の評価が「おい
しい」と抽出されかねない．そこで奥村ら[6］
は検索対象と評･価表現の間の係り受け関係
を考慮する手法を提案した．係り受け関係を
用いることにより，検索対象と評価表現の関
係は正しく抽出できる．この他にも，小林ら
[71による共起表現を用いた手法や，藤村ら
[8]による文節のn-grallを利ﾊＩした手法が
提案されているが，これらはいずれも１文中
に検索対象の語と評価表現の語が含まれて
いる場合に対し有効な手法である．「レスト

ラン○○に行ってきました.」という見出し
のブログの本文中に「△△を食べた．おいし
かった.」と感想が書かれているようなケー

スは取りこぼしてしまうという問題点があ
る．

一〃，森本ら[9]は，ウェブヒから施設と
住所をlE1動抽汁|して施設検索システムを構
築している．1ページに複数の施設の情報が
記述されている場合などにおいて，各施設に
ついて書かれている範囲を１１Ｚしく特定する

ことの難しさを指摘し，構造化された複数の
情報が記載されているウェブページから情
報を'111出する［10]必要性について述べてい
る．

そこで我々は，ブログのjiL出し構造に着目
する記事の見出しとそのスコープ（記事本
文の範l〕il）を特定することにより．これまで

の類似研究より高い精度・再現率で評判情報
を柚Ⅱ)することを目指す．

(2)評判情報元としてブログをⅢいる理由

評判情報の抽出にブログを用いる理由を３
点挙げる．

まず1つ目は，ユーザの率直な意見が書き
込まれている点であるブログは様々な話題
に対しWil人の意見を目[|]に記述することが
でき，｜:M二'1Mの意見や感想などの'Ｉｉ１７報を知るこ
とができる．

２つ[｣はブログ利用者の増力|]である．総
務省の調査資料によると，ブログ登録者は
2005年３１]未約３３５万人，２００６年３月末に
は約８６３万人と一般ユーザの利用が増加して

いる[l］［２１また，総務省情報通信政策研究

所の調査資料によると２００８年１月、インタ
ーネット上で公開されている腿|内のブログ
の総数は約１，６９０万(記事数は約１３億5,000
万件）［３１そして，毎月新たにIilll設される

ブログ数は、近年、毎月４０万から５０万程度
（新たに灘き込みされる記事数は４’０００万か
ら５，０００万件程度）で推移し、活発な情報発

信が続いている．文章打ち込むだけで簡単に

新しい記事を更新することができるため，新

しい話題や新しい施設に対する''１１f報，意見が
すぐに記事として書き込まれる．そのため，
多くの記事が存在することにより，より多く

の意見を袖１１(できると考えられる．

３つ目は，記事の中の施設情報（特にはグ

ルメ情報）の多さである．ＮＥＣが運営する
wisdomの記事によるとＮＥＣ総研が一般ユー
ザはブログに何を書くかを調蒼したところ,
グルメ情報（行ったお店などについて）が

２５８％（腹数回答）であった[4]、このことか
らも，行ったグルメ施設やレジャー施設など
の施設情ｌｌＭが多く抽出できると考えられる．

２，研究の目的

本研究の目的は，施設評判検索システムの
樅築である．大量のブログから疋確に評判情
報をｲ11111Ｉするための手法を様々な角度から

検討し，データベースを作成する．一方，ク
ライアント側アプリケーションとして，ＧＰＳ
機能付きのAndroid端末（スマートフォン・

タブレット）用の施設情報検索アプリを開発
する．GoogleMapsAPIを川いて，地図上に
検索結果を（各評判情報とともに）表示する．

３．ｲﾘﾄ究の方法

(1)ブログの実態調査の実施
適切な評判情報の抽出の実現するため，大

規模なブログの実態調査を行う．具体的には
ブログの本文を構成する文・表・見出し・図
という各構造に対し，評判情報がどのように

記述されているかについて解析するシステ
ムを肺:簗し，実際に分析を行う．

(3)関連研究
ウェブから評判情報を自動的に収集・分析

する研究は，近年盛んに行われている．収集
した評判情報を検索できるようにするため

には，検索対象と評価表現を適切に結びつけ
てデータベースに格納する必要がある．

立石ら[5]は，検索対象の詔と評価表現の

語が一定範囲内に含まれていた場合に，その
対象物に対する評判情報であるとみなして

(2)ブログの構造解析プログラムの開発
ブログから評判情報を適切に抽出するた

めには、ブログ内の記事見出しとその本文



を特定できることが必須であるそこでま
ず，ブログの構造解析を行うプログラムを開
発する．これにより，見出しとそのスコー
プを特定することを可能にする．さらに
ウェブページ内の非主要部分を特定する手
法を考案・実装する．

鰯JEJR43IlI鰯噸

⑭

(3)検索システムの構築
本システムは，評判情報のデータベースを

持つサーバと，スマートフォンに搭載される
クライアント側のアプリケーションソフト
で構成される．

これを以|ぐの手順で構築する．

①データベース全体を設計し,各データ項目
についてそれぞれ作成方法を検討･する

②本システムの中心である,ブログから評判
情報を適切に抽出する手法については特

に詳細に検討し，実装する．

③データベース全体を作成する．
④クライアントのAndroidアプリを実装す

る．

図１システム概要図

作成手111頁を以Ｆに示す．

１．Yahoo1電話帳などから施設名十住所の
情報を柚'1付る．住所から緯度・経度を

算出し，施設テーブルを作成する．
２．施設テーブルに登録した施設名と住所

（iIJ区町村名）を用いてブログ検索☆４

を行う．上位100件ずつウェブ文書をダ
ウンロードする．

３．記事見出しとその本文を抽出する．

４．記事の見}－１Ｌに施設名が含まれるもの
を選ぶ．

５．抽出後の記事に対し，文章を抽出して各
語の品詞の特定を行う．

６．５．の結果から名詞すべてを抽出し，検

索対壜象テーブルを作成する．

７．検索対象テーブルと同様に，本文抽出後
のウェブ文書から形容詞／形容動詞／
連体詞／副詞を含む文すべてを抽出し
評価文テーブルを作成する．

各テーブルの構成（属性）を以下に示す．
また，具体例を表1.表２．表３に示す．
。施設テーブル

。施設IＤ

Ｏ施設名

○住所

○緯度・経度
・検索対象テーブル

○施設ＩＤ

Ｏ記事ＩＤ
Ｏ名詞リスト

・評価文テーブル
。施設ＩＤ

Ｏ記事ＩＤ

Ｏ評価文

検索時の処理の流れは以下のとおりであ
る。

Ｌ検索キーワードの「地域」で施設ＩＤを
絞る．

(4)評価実験

第３者の被験者に検索ワードを設定しても
らい，検索結果（抽出された評判情報）の妥
当性について評価実験を行う．実験結果から
問題点を検証し，手法の改善案を検討･する．

(5)スパムブログの排除

スパムブログの存在は，検索精度を低下さ
せる要因となるため，これを排除する手法を
検討し・実装する．

(6)徒歩用ナビゲート機能の追加

システムの有用性を向上させるため，こ
れまでに開発したAndroidアプリに徒歩用
ナビゲート機能を追加する．こ;iTは，曲が
るべき地点や進むべき方向を，音声あるい
はパイブレータでアナウンスすることによ
り目的の施設までナビゲートする機能，ま
た進行方向をカメラモード上に矢印で示す
ＡＲ機能の２つから構成する．

４．研究成果

(1)検索システムの構築
システム全体の概要を図１に示す．

①評判情報データベースの作成
ウェブ上にある施設の住所リストとブロ

グの評判情報とを結びつけ，評判情報に場所
の情報を付加した形でデータベースに格納
するこの評判情報データベースは，施設テ
ーブル検索対象テーブル評価文テーブル
の３つから構成されるリレーショナルデー

タベースとして構築する．データベースの作
成に関わる各処理はすべて自動化されてお
り，大規模なデータベースの構築が可能であ
る．



2．その中から，検索キーワードの「検索jlCl
象」または｢項目」が含まれる記事ＩＤに
絞る．

ａさらにその中から，検索キーワードの
「評価値」で記事ＩＤを絞る

4．その「評価値」が含まれる評価文に，そ

の施設ＩＤから求めた施設名緯度，経
度を併せ，結果として返す．

といった評II1iを表す言葉である．
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図２入出力画面

(2)評Iilli実験

①実験方法
第三者の被験者に検索キーワードを作成
してもらい，実際に検索したい評価文を収得
することができたか，どのような問題がある
かについて確認する．今回の実験では地域を

「相模原」に限定し，検索対･象をYahoo1電話
帳にある「ラーメン店」などの数種類の飲食

店に対し検証を行う．検索キーワードの一部
を表４に示す．

本実験の評価基準として，評価文をユーザ
が確認した時に明らかに検索内容と異なる
ものに対して不適合とし，それ以外を正しく
検索されたものと判断する．そして，検索さ
れた全体の評価文の数と正しいと判断され
た評ｲilli文の数から検証する．

表２検索対象テーブル

施設ＩＤ 記事ＩＤ名詞リスト

相模原

北海道

ラーメン

国道

信号
味噌

豚骨
オープン

皆様
来店

－
１
１
１
１
１
１
１
１
１

１
１
１
１
１
１
１
２
２
２

表３評価文テーブル

施設IＤ記事ＩＤ評価文

１
１

８
８

ニンニクスライスかなり

強く香ります

これが肉厚でなかなか旨

いです

なかなか美味かつたよ

麺は、ちよい太めのちぢ

れ麺

チャーシューは、脂身が
多めだった

表４検索キーワード

No.地域検索対象項目評価値

相模原市

相模原市

相模原市

相模原市
相模原市

プ
プ

｜
｜

ズ
ー
ー
段
菜
ヤ
ュ
子
配
一
ン

ス
ス
値
野
チ
シ
餃
麺
宅
チ
タ

濃い

まずい

安い
多い
うまい

１
２
３
４
５

ン
ン
ン
ン
ン

メ
メ
メ
メ
メ

’
’
一
一
一

一
フ
｜
フ
ー
プ
｜
フ
ー
プ

１
１

９

IＣ

１ lＣ

相模原市

11]模原市
11:l模原市
111模原市
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②クライアントアプリの実装
実装したAndr〔)i(|アプリの入出力画面をｌｘｌ

２に示す．

このアプリは、ユーザが指定した「地域」
にある，ユーザが重視したい「項目」の「評

,価値」を持つ「施設」を地凶上に示す機能を
持つ．「地域」とは「八王子」などの地名ま

たはGPSから取得した緯度･総度である．「検
索対象」は「病院」といった施設の種類もし
くは「ラーメン」といった施設に関連する言
葉でも構わない．「項目」は「価格」「味」な

ど重視したい項F１（属性）を表す言葉，「評
ｲilli値」は「おいしい」や「きれい｣，「格安」

②実験結果と考察

表４に示された検索キーワードに対し，検
索された全体の評価文の数と適切と判断さ

れた評価文の数を確認する今回の検索キー

ワードの結果では全体の再現率は低くなり，

精度は約６１％となった．

実験結果から２つの問題が挙げられる．１
つ目として，検索キーワードによって評価文

房
‐

町思IFm逼O93Z2域地

「

象

一辨歸｜Ｐ》澪一瓢
値価評

ｌ

綿

ししい

５



に関する調査研究」の結果．

http://www､sollmu・ｇｏ.』p/iicl)/chousak
enkyu/(Iala/research/sllrvey/Ielecom／
2008/2008-1-02-1ｐｄｆ

[4］ＮＥＣ総研．ブログ・ＳＮＳ利用の現在～利
川者アンケート調査から～・

http://www,b1wisdomcom/ilbz/02/、
[5］立石健二，石黒義災，福島俊一：インタ
ーネットからの評判情報検索‘情処研
報，2001-NL-l44，ｐｐ､75-82（2001)．

[６１奥村学，南野朋之，藤木稔Ｉﾘl鈴木泰
，裕：ｂ１０９ページの自動収集と監視に基
づくテキストマイニング，人工知能学
会研:究会資料、SIG-SWO-A401-01

（2004）

[７１小林のぞみ，雌健太郎，松本裕拾，立石
健二福島俊一：テキストマイニングに
よる評価表現の収集，惰処研報．

2003-NL－１５４，１〕p､７７－８４（2003）

[８１藤村滋，豐圧'''三史，喜連川優：文の橘造
を考慮した評判抽出手法，ＤEWS2005,

6C-i8（2005)．

[9］森本泰賞，藤本典幸，長屋務，剛原博，
萩原兼一：Webを対象としたロボット型
住所関連情報検索システムの開発，信
学論（D）‘VolJ90-D,ＮＯ２，pp245-256
（2007)．

[10］YanhongZhai，ＢｉｎｇＬｉｕ：WebDaLa
ExtractionBasedonParlialTroe

A1igllment，Proc・ｌ４Ｌｈｌｎｔ,IConf
WorldWideWelXpU76-85（2005)．

そのものの数が少ない場合や．存在しない場
合が多くあるという再現率に関わる問題が
ある．この問題に対し、検索キーワードで指
定する形容詞（評価値）の表現などによって

検索結果が異なることが挙げられる．そして，
様々な表現やひらがなや漢字などを変えて
検索することで多くの評価文を確認するこ
とができた．また，別の原因として検索キー
ワードで指定する形容詞の澗用によって検
索結果が異なることが挙げられる．つまり、
評価値に対して漏用語尾をili111縦することで
評価文の検索ヒット数が上がると判断でき
た．

２つⅢとして、正しい評価文が多く検索で
きたもの，不適合であると考えられる評価文

が多く検索できたものに分かれているとい

う精度に関わる問題が挙げられる。これは，
指定した項目に対して指定した評･価･値が使
われていることが少なく，ブログの記事本文

にその項目が含まれるが，ほとんど違う項目
に対してその評価値は使われていることが
原因であることが確認できた．これを解決す
るためには，評llIi文の判断を奥村ら[6］や小

林ら[７１藤村ら[8］のように１文'|］に検
索対象の語と評価表現の語が含まれている
場合に対し有効な手法をとることが考えら

れる．しかし，これらの手法では施設名をタ
イトルに含んでいるものに限り抽出するこ
とで,ｌ文中だけに検索対象と評lHi表現が含
まれている場合以外の評価文も柚Ｈ}できる

という本研究の利点が失われてしまう．その

ため，項目が入力された場合に評価値との係

り受けを利用するなどの改善策が考えられ
る．

③システム全体の問題点
②で述べた問題点以外について述べる．ブ

ログ柚Ⅱ二|の問題として，対応できるブ1コグの
割合の低さが挙げられるつまり，現在対応
しているブログサイト以外のアクティブユ
ーザの多いブログサイトヘの対応が求めら
れる．

また，記事の見出しに施設名が２つ以上入
っている場合，そのページにおけるすべての

評価文が複数の施設に格納されてしまうと
いう問題がある．このiAI題は精度に関わる重

要な問題なので今後の課題として挙げられ
る．
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